
進路だより
平成１６年度 進路のしおり を読んでみよう（瀬戸市教育委員会）

昨年度、市内の中学校卒業生の進路は？

Ⅰ 就職状況（９ページ）

最近４年間の市内 と昨年度の がまとめて中学校卒業生の就職先 中学校卒業生に対する求人状況

あります。就職状況の厳しさがわかります。

なお、求人票については進路学習室に過去のものが何冊か置いてあります。

Ⅱ 進学状況～専修学校（１１ページ）

最近３年間の市内 がまとめてあります。記載されている修中学校卒業生の専修学校への進学状況

業年限３年の専修学校はすべて高等学校の卒業資格も得られる学校ばかりです。

（名古屋デザイン専門学校については来年度より「あいち造形デザイン専門学校」に校名変更するという連絡を先

日いただきました。）

Ⅲ 進学状況～高等学校（２４・２５ページ）

中学校卒業生の高等学校への進学状況 瀬戸から比較的通最近３年間の市内 がまとめてあります。

すべて と考えてください。いやすい学校が 掲載されている

瀬戸出身の生徒が各高校にどの位の割合在籍しているのか各学校の募集人数も載せてあります。

もわかりますね。

進学先のことが知りたい

Ⅰ どんな学科があるのか（２９ページ）

専門学科と普通科のコース一覧表 共公立高等学校と豊田高専については、 、私立高校については

を掲載しています。学校、男子校、女子校別に設置学科の一覧表

Ⅱ どんなことを学ぶのか（１６・１７ページ）

どんな科目を週に何時か勉強いくつかの学校・学科・学年について教育課程をまとめてあります。

がわかります。 みてください。するのか 今の授業時間と比べて

Ⅲ 各高等学校、専修学校の卒業後の進路状況（３２・３３ぺージ）

に各 をまとめてあります。各校のパンフ今年の３月 高等学校・専修学校を卒業した生徒の進路状況

レットでは「大学合格者数」や「最近の進学先」という表現や「現役・浪人を含めた合格者」の場合もある

のですが、もう少し されています。明確なデータが記載

国公立大への進学者が多い学校、私立大学への進学者が多い学校・・・、「その他」の多い学校。こ

生徒が、どのような進路を目指しているのか どのような進れらから各高等学校、専修学校の 、各校が

を読みとることができます。路指導をしているのか
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専門学科のある学校については、 がまとめてあります。職業別に就職状況

Ⅳ 併設大学・短大への進学状況（３４ページ）

同じ学校法人が高等学校・専修学校と大学・短大を経営 進学に有利な制している場合、ある程度、

場合があります。Ⅱと同じく、今年の３月卒業生についてこうした状況をまとめてありま度を設けている

進路計画がはっきりしている場合 大学への進学を前提に関連する高校・す。４年後、１０年後の 、ある

参考になると思います。専修学校を選ぶ

Ⅴ どこにあるのか

① 地図（５５～５７ページ）

だいたいどのあたりにあるのかを知るために、まずは地図で確認してください。

② 通学方法（２６・２７ページ）

情報が多すぎて少し見づらいですが、各学校の最寄りの駅までの１ヶ月の通学定期代金とおよその所

要時間がまとめてあります。

奨学金制度などについて知りたい

Ⅰ 私立高校独自の制度（３５ページ）

私立高等学校では、学業成績やスポーツなどの技能が特に優れている場合、入学金や授業料を（一部）免

除したり、奨学金を支給する場合があります。

Ⅱ 公的な奨学金制度・私学助成制度（３６・３７ページ）

進路だよりでも紹介した私学助成制度や国公立高等学校奨学金などの公的な制度の概略がまとめてありま

す。

自分の進路選択について考えたい
Ⅰ 将来の職業について考えたい（７・８ページ）

いろいろな職業をいくつかの観点で分類して紹介してあります。

Ⅱ どんな学科で学ぶかを考えたい（２０～２３ページ）

多くの学科について、その特色やどんな生徒が適しているかがまとめてあります。ただし、必ずしも近

隣に設置されている学科ではない場合があります。

進路の決定の手続きについて知りたい
９月以降の日程について概略がまとめてあります。（４２ページ）

入学試験制度（４７～５１ページ）

すべてを紹介しきれませんが、進路決定のために参考になる事項が多く載っています。時間をかけてじっく

りと読んでほしいと思います。今後の進路だよりでも「進路だよりの○○ページを見てください」というような書き

方をすることがあると思います。

「進路のしおり」は瀬戸の教職員が２０年以上も前から編集してきている冊子です。近隣の市町の先生方か

らも注目をされている内容のものです。ぜひ活用していただきたいと思います。


